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「―究一幸，  ． ‘、 

~あかいけ
よ
い
子
の
 

お
え
ん
そ
く
 

稔
り
の
秋
ノ
赤
池
保
育
園
（
園
児
九
十
 

名
）
で
は
こ
の
ほ
ど
よ
い
子
の
遠
足
会
を
 

ひ
ら
き
ま
し
た
．
 

よ
い
子
達
は
こ
の
日
を
た
の
し
み
、
貸
 

切
バ
ス
五
台
で
北
九
州
市
到
津
遊
園
地
へ
 

パ
パ
や
マ
マ
A
手
叡
か
れ
、
で
が
け
 

ま
し
た
。
よ
い
子
達
は
，
オ
サ
ル
の
曲
芸
 

や
、
象
さ
ん
の
ボ
ー
ル
取
り
に
夢
中
に
な
 

り
、
日
頃
の
（
や
ん
ち
ゃ
坊
主
‘
も
こ
の
 

日
は
よ
い
子
で
、
先
生
か
ら
お
や
つ
を
 

い
た
だ
き
、
ま
さ
に
子
ど
も
の
天
国
で
し
 

た
。
い
つ
ま
で
も
．
お
り
こ
う
さ
ん
で
健
 

や
か
に
伸
び
て
下
さ
い
ね
ノ
 

倉
貢
は
、
羊
と
、
た
わ
む
れ
る
よ
い
子
 

ら） 

町の人口 

(9 月現在） 

総人口 9. 5 2 4 

4. 4 8 4 

5. 0 4 5 

男

女

 
世帯数 2. 6 0 2 

知
っ
て
お
き
た
い
 

役
所
と
の
関
係
 

手
続
 

▼
家
屋
を
新
築
・
増
築
す
る
場
合
 

設
計
図
正
副
二
通
を
添
え
て
市
町
村
役
 

場
の
建
築
課
へ
建
築
許
可
由
請
書
を
出
し
 

ま
す
。
も
し
敷
地
が
借
地
の
場
合
は
地
主
 

の
承
諾
書
が
い
り
ま
す
。
手
数
料
は
（
一
一
 

百
円
ー
三
百
円
）
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
た
 

い
て
い
建
築
業
者
が
代
行
し
て
く
れ
ま
 

す。 

7
を
売
に
限
り
、
開
業
前
に
許
可
を
得
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
に
、
 

何
業
は
、
ど
こ
の
許
可
を
必
要
と
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
次
の
所
へ
届
け
て
 

下
さ
い
．
 

①
保
健
所
へ
届
け
出
る
商
売
 

公
衆
浴
場
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
下
宿
、
 

簡
易
宿
泊
所
、
貸
ホ
ー
ル
、
薬
局
、
毒
 

物
劇
薬
販
売
、
医
薬
品
の
製
造
と
販
 

売
、
食
堂
万
フ
エ
ー
、
料
理
店
、
レ
ス
 

ト
ラ
ン
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
喫
茶
店
、
あ
 

霜
司
鮒
遺
販
毒
ー
製
品
の
製
昌
 

販
売
．
食
肉
販
売
，
魚
介
類
販
売
、
冷
 

凍
、
冷
蔵
業
、
氷
雪
の
製
造
販
売
，
理
 

容
、
美
容
、
ク
り
ー
ニ
ン
グ
 

②
専
」
一
 

へ
届
け
出
る
商
売
 

タ
バ
コ
の
栽
培
と
小
中
び
、
塩
の
製
造
 

に
小
売
り
 

⑧
都
道
府
県
庁
の
建
設
課
へ
届
け
出
る
商
 

売
 

▼
家
屋
の
建
築
が
完
成
し
た
場
合
 

不
動
産
業
、
金
融
業
 

市
町
村
役
場
の
建
築
課
へ
、
竣
工
届
あ
ー
 

司
剛
村
役
場
ぺ
届
笛
る
商
売
 

出
し
て
下
さ
い
（
無
料
）
一
方
、
設
計
図
 

面
，
建
築
確
認
書
、
検
査
済
書
な
ど
を
添
 

え
て
、
新
築
申
請
書
を
法
務
局
出
張
所
 

（
登
記
所
）
が
市
町
村
役
場
に
由
告
し
、
 

家
屋
台
帳
に
登
記
し
て
も
ら
い
ま
す
。
初
 

め
て
新
築
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
 

（
有
料
）
 

▼
開
店
、
開
業
を
し
た
い
場
合
に
は
、
 

何
業
を
、
い
つ
開
業
し
よ
う
ン
首
由
で
 

あ
る
が
、
公
安
上
、
衛
生
上
．
監
督
の
必
 

各
種
学
校
（
美
容
・
理
容
・
洋
裁
・
和
 

\

 

裁
・
料
理
・
手
」
で
作
法
そ
の
他
い
ろ
 

い
ろ
）
、
私
塾
 

⑤
警
察
署
へ
届
け
出
る
商
売
 

質
屋
、
古
物
商
 

⑥
運
輸
省
へ
届
け
出
る
商
売
 

自
動
車
運
送
、
軽
車
両
運
送
 

以
上
に
は
千
円
か
（
h
数
千
円
の
手
数
料
が
 

い
り
ま
す
。
 

公
営
住
宅
の
 

敷
地
が
完
成
 

町
営
住
宅
の
敷
埋
垣
成
工
事
が
昭
和
四
 

十
四
年
三
月
完
成
の
予
定
で
六
月
か
ら
工
 

事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
こ
と
し
建
築
 

さ
れ
る
用
地
な
元
成
し
ま
し
た
。
 

全
体
の
面
積
は
、
 

一
九
・
〇
〇
〇
房
 

あ
り
ま
す
が
、
現
在
道
路
圭
日
ん
で
約
一
一
 

・
四
〇
〇
房
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
建
築
目
標
は
一
」
会
月
で
プ
ロ
 

ッ
ク
造
り
の
簡
易
耐
火
平
家
建
二
種
住
宅
 

で
所
得
の
低
い
住
民
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
又
県
営
住
宅
は
県
営
伏
 

原
団
地
に
三
十
本
P
建
築
す
る
予
定
で
す
 

が
、
い
ず
れ
血
設
は
昭
和
四
十
四
年
三
 

月
末
に
な
り
そ
う
で
す
。
県
営
住
宅
は
五
 

十
二
戸
に
な
り
、
上
の
原
団
地
に
つ
づ
い
 

て
、
新
ら
し
い
団
地
が
う
ま
れ
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
．
 

「
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：
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ー

】

 

一
お
し
 
ら
 
せ一 

（
ー
ー
 

ー
 

「「ー 

巨
；
」
 

・
十
月
一
干
「
百
 
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
 

投
与
さ
れ
る
方
は
．
ル
夜
」
F
月
か
ら
 

十
八
ケ
月
ま
で
の
乳
児
 

午
後
一
時
か
ら
「
蒔
ま
で
 

o
＋
月
三
十
日
 
狂
犬
病
予
防
注
射
 

午
前
十
時
か
ら
」
蒔
ま
で
 

い
ず
れ
も
役
場
で
実
施
し
ま
す
。
 



(3) (2) 4
ノ
 

カ
 

あ
 

報
 

広
 

'J ・力 あ
 

報
 

広
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

今
年
も
す
こ
ぶ
る
元
気
 

か
田
中
ト
ョ
‘
さ
ん
（
百
才
）
 

赤
池
町
敬
老
会
は
九
月
十
五
日
午
前
十
 

時
か
ら
赤
池
中
学
校
体
育
館
で
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
日
貸
切
バ
ス
ニ
台
と
役
場
の
車
 

二
台
で
、
町
内
の
お
と
し
よ
り
（
該
当
者
 

二
百
五
十
八
名
）
を
中
学
校
体
育
館
へ
案
 

内
し
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
（
田
中
ト
ョ
）
さ
ん
（
市
 

場
）
こ
と
し
も
す
こ
ぶ
る
元
気
で
、
一
O
 

〇
才
に
な
ら
れ
、
三
宅
副
知
事
か
ら
、
総
 

理
大
臣
並
び
に
県
知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
 

念
品
が
贈
ら
れ
長
寿
を
祝
い
《
こ
れ
か
ら
 

も
元
気
に
・
と
祝
詞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
 

た。 
こ
の
あ
と
慰
安
行
事
と
し
て
、
児
童
生
 

徒
に
よ
る
演
芸
が
行
な
わ
れ
．
お
と
し
よ
 

り
の
皆
な
さ
ん
は
可
愛
い
保
青
園
児
や
小
 

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
お
ど
り
や
、
歌
 

に
老
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
た
の
し
い
一
日
 

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
h
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
 

〇
八
十
八
才
以
上
 

田
中
 
ト
ョ
（
百
才
）
 

浦
田
 
セ
イ
（
九
十
五
才
）
 

世
良
国
太
郎
（
九
十
」
矛
）
 

吉
良
 
ケ
イ
（
九
十
「
牙
）
 

市
場
 

常
福
 

上
小
路
 

西
町
 

池
田
倉
吉
シ
ー
矛
）
九
支
所
 

他
田
 

ハ
ナ
（
九
十
二
才
）
 

稲
荷
町
 

迫
田
 
喜
市
（
九
十
ニ
才
）
 

稲
荷
町
 

世
良
 

ト
コ
（
九
十
一
才
）
 

上
小
路
 

志
谷
マ
ツ
ノ
（
九
十
才
）
老
人
ホ
ー
ム
 

田
中
 
ツ
マ
（
九
十
才
）
 

常
福
 

伊
藤
長
吉
（
八
十
九
才
）
老
人
ホ
ー
ム
 

方
志
ク
マ
（
八
十
九
才
）
老
人
ホ
ー
ム
 

安
延
 
ソ
メ
（
八
十
九
才
）
上
小
路
 

森
田
 

ハ
ル
（
八
十
九
才
）
九
支
所
 

【
田
中
ト
ョ
さ
ん
を
囲
ん
で
】
 

写
真
後
列
左
か
ら
木
村
町
長
・
 

三
宅
副
知
事
・
川
上
教
育
長
・
 

太
田
収
入
役
、
 

前
列
左
か
ら
田
中
ト
ョ
さ
ん
娘
 

さ
ん
の
安
藤
カ
タ
さ
ん
 

町
立
病
院
長
に
岡
村
氏
が
就
任
 

私
が
旧
制
田
川
中
学
を
卒
業
し
久
留
米
 

大
学
へ
入
学
す
る
た
め
に
移
動
証
明
書
を
 

持
っ
て
赤
池
町
を
出
た
の
が
昭
和
二
士
」
 

年
で
し
た
の
で
丁
度
ニ
十
年
ぶ
り
に
再
ぴ
 

故
郷
へ
帰
っ
で
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
し
か
も
町
立
病
院
長
と
言
・
呆
任
を
 

背
負
っ
て
 

「
そ
の
任
に
非
ら
ず
」
と
 

再
「
石
断
り
し
た
の
で
す
が
、
町
長
，
助
 

役
及
び
議
会
議
員
の
方
A
に
懇
望
さ
れ
ま
 

し
て
、
母
も
ま
だ
こ
の
赤
池
に
い
る
こ
と
 

で
し
た
し
、
半
ば
親
孝
行
に
と
帰
る
こ
と
 

に
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
半
分
と
言
え
 

ば
何
処
で
働
こ
う
と
医
者
と
し
て
仕
事
 

（
診
療
）
を
す
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
 

と
は
言
え
、
や
は
り
郷
里
の
人
大
の
た
め
 

に
働
く
と
言
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
余
計
 

に
働
き
甲
斐
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
 

す
。
お
引
き
受
け
し
た
以
上
は
全
力
を
尽
 

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

将
来
の
医
療
陣
容
と
し
て
は
外
科
一
一
 

名
、
内
科
二
名
を
確
保
し
た
い
と
町
熱
行
 

部
共
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

、 

最
後
に
町
民
皆
様
の
と
支
援
を
お
願
い
 

し
て
私
の
就
仕
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
 

す。 

岡
村
院
長
の
経
歴
 

赤
池
町
出
身
、
旧
制
田
川
中
学
を
卒
業
 

し
て
久
留
米
医
科
大
学
に
進
み
、
昭
和
三
 

十
年
同
大
学
を
卒
業
、
大
学
の
講
師
を
経
 

て
、
第
二
外
科
外
来
医
長
、
大
牟
田
市
立
 

病
院
麻
酔
科
医
長
、
十
月
一
日
付
で
町
立
 

病
院
長
に
就
仕
（
医
学
博
士
）
 

野
添
タ
ツ
（
八
十
八
才
）
老
人
ホ
ー
ム
 

田
中
王
助
（
八
十
八
才
）
老
人
ホ
ー
ム
 

永
末
 
数
吉
（
八
十
八
才
）
 

常
福
 

O
八
十
オ
以
上
夫
婦
 

大
久
保
喜
代
太
郎
（
八
十
四
才
）
 

大
久
保
 
ス
 
エ
（
八
十
三
才
涛
 

西
郷
里
善
造
（
八
十
三
才
）
 

西
郷
里
シ
オ
（
八
十
五
才
）
 

前
谷
要
太
郎
（
八
十
三
才
）
 

前
谷
 
マ
ツ
（
八
十
一
才
）
 

本
町
 

新
町
 

す
こ
ぶ
る
元
気
な
敬
老
該
当
者
 

' 

A
」 

町
立
病
院
‘
L
務
日
程
 

▼
外
 
科
 

岡
村
医
師
 

院
 
長
 

岩
本
医
師
 

山
口
大
 

▼
内
 
科
 

月
曜
日
 
石
井
医
師
 

九
大
 

火
曜
日
 
橋
口
医
師
 

鹿
大
 

水
曜
日
 
吉
永
医
師
 

九
大
 

木
曜
日
 
園
田
医
師
 

九
 

金
曜
日
 
岡
村
医
師
 

院
長
 

土
曜
日
 
坂
口
医
師
 

九
大
 

▼
宿
直
医
師
 

岡
村
院
長
主
百
本
医
師
が
診
療
い
た
し
 

ま
す
。
 

デ
タ
ら
め
な
／
河
川
工
事
の
始
末
 

田
村
さ
ん
の
住
良
町
を
流
れ
て
い
る
川
 

に
数
年
前
あ
る
土
建
業
者
が
資
材
置
簸
の
 

仮
橋
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
が
 

終
っ
た
後
、
橋
の
桁
を
抜
か
な
い
で
放
置
 

し
て
い
ま
し
た
の
で
、

hIII
が
こ
れ
に
か
 

か
っ
て
流
れ
な
く
な
り
、
上
流
ー
キ
ロ
メ
 

ー
ト
ル
に
お
よ
ん
で
不
衛
生
で
し
た
。
 

田
村
さ
ん
は
、
こ
の
後
を
管
理
し
て
い
 

る
県
土
木
事
努
所
に
、
こ
の
き
た
な
い
川
 

を
清
掃
し
て
ほ
し
い
と
た
の
み
ま
し
た
 

が
、
な
か
な
か
清
掃
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
 

そ
こ
で
，
田
村
さ
ん
は
附
近
の
人
A
と
 

一
緒
に
川
の
滑
掃
を
す
る
よ
う
に
あ
っ
せ
 

ん
し
て
ほ
し
い
と
行
政
監
察
局
に
申
し
出
 

ま
し
た
。
 

申
し
出
を
う
け
た
行
政
監
察
局
は
、
さ
 

っ
そ
く
県
土
木
事
務
所
に
連
絡
し
ま
し
 

た
。
そ
の
結
果
，
県
で
は
現
地
調
査
し
た
 

う
え
で
直
ち
に
原
因
を
作
っ
た
土
建
業
者
 

に
河
川
を
清
掃
さ
せ
ま
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
こ
の
町
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
こ
の
よ
う
な
話
に
限
ら
ず
、
役
所
 

で
な
ん
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
と
 

い
う
よ
う
な
あ
な
た
の
疑
問
や
不
満
や
困
 

り
こ
と
は
ご
え
ん
り
ょ
な
く
九
州
管
区
行
 

政
監
察
局
（
福
岡
市
舞
鶴
二
丁
目
五
ー
一
一
 

〇
）
か
、
赤
油
町
猿
田
に
お
住
い
の
行
政
 

相
談
委
員
（
木
村
伴
太
郎
氏
‘
に
申
し
出
 

下
さ
い
。
 

薬
殺
作
戦
実
る
 

野
犬
狩
り
 

最
近
町
内
の
家
畜
や
．
そ
菜
が
野
犬
に
 

よ
っ
て
被
害
を
受
け
町
民
は
大
変
迷
惑
し
 

て
い
ま
し
た
。
厚
生
課
衛
生
係
で
は
野
犬
 

を
掃
減
す
る
た
め
、
九
月
一
日
か
ら
三
十
 

日
ま
で
薬
殺
作
戦
を
実
施
し
て
、
こ
れ
ま
 

で
三
十
五
頭
の
野
犬
を
薬
殺
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
し
た
。
 

町
内
の
山
林
に
約
一
〇
〇
頭
ぐ
ら
い
住
 

み
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
犬
は
日
 

没
か
ら
人
家
に
近
よ
り
、
家
畜
や
そ
菜
を
 

荒
し
て
い
る
た
め
住
民
は
大
変
迷
惑
し
て
 

い
ま
す
。
こ
の
薬
殺
に
立
ち
あ
う
機
関
は
 

厚
生
課
衛
生
係
、
警
察
署
保
健
所
と
薬
殺
 

申
し
出
の
あ
っ
た
駐
在
関
係
者
の
四
者
が
 

一
体
と
な
っ
て
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
夜
 

間
「
麦
替
で
監
視
し
な
が
ら
薬
殺
し
ま
 

す。 方
法
は
毒
を
肉
に
ま
ぜ
て
赤
い
布
で
標
 

し
て
あ
る
所
に
置
き
野
犬
の
現
わ
れ
る
の
 

を
待
ち
ま
す
。
残
り
の
餌
は
す
ぐ
取
り
除
 

き
ま
す
が
、
関
係
者
以
外
は
立
ち
入
ら
な
 

い
よ
つ
に
と
係
で
は
注
意
を
呼
び
か
け
て
 

い
ま
す
。
 

野
犬
を
町
内
か
ら
一
掃
す
る
に
は
町
民
 

各
位
の
協
力
が
望
ま
れ
ま
す
の
で
被
害
を
 

受
け
た
方
や
、
野
犬
を
発
見
し
た
方
は
も
 

よ
り
の
駐
在
員
を
通
じ
て
役
場
内
厚
生
課
 

衛
生
係
に
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
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行
政
相
談
週
間
 

始
ま
る
 

十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
行
 

政
管
理
庁
で
は
こ
の
一
週
間
を
行
政
相
談
 

週
間
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
の
行
政
相
談
を
 

受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

国
や
県
、
あ
る
い
は
町
が
行
な
う
仕
事
 

に
対
し
て
不
満
や
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
 

気
軽
に
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

日
時
 

十
月
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
 

午
後
四
時
ま
で
 

f 

場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

戸
次
君
晴
れ
の
 

全
国
大
会
へ
 

赤
他
町
ス
ポ
ー
ツ
少
伍
由
の
リ
ー
ダ
ー
 

戸
次
博
士
君
（
一
五
）
赤
池
中
学
」
年
は
 

七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
、
山
 

梨
県
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
劣
牛
由
本
柄
湖
セ
 

め
っ
き
り
滅
っ
た
 

飼
い
犬
の
放
し
飼
 

近
時
犬
の
放
し
飼
い
に
 

間
に
被
害
が
続
発
し
迷
 

た
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
 

取
り
締
る
町
灸
「
を
設
 

協
力
を
呼
ぴ
か
け
て
い
 

最
近
に
な
り
皆
さ
ん
 

し
飼
い
が
め
っ
き
り
減
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
ん
後
も
町
民
皆
様
の
 

に
・
》
【
 

っ
て
住
民
の
 

し
て
い
ま
し
 

かにより放 

」
繋
鴛
要
早
谷
政
雄
氏
 

害
が
少
な
く
ひ
表
取
締
役
池
永
直
幸
氏
 

い
と
役
場
衛
生
係
で
は
呼
び
 

す。 

放
し
飼
い
を
 

て
、
町
民
に
 

\～。 

明
る
く
製
品
の
加
工
に
と
り
組
ん
で
い
ま
 

す
。
現
在
第
一
次
雇
用
と
し
て
従
業
員
は
 

十
二
人
で
す
。
製
造
製
品
は
縫
製
加
工
 

品、 

に
女
性
の
ブ
ラ
ウ
ス
や
、
下
着
類
 

で
製
品
L

言
 
へ
輸
出
し
て
い
ま
す
。
生
 

産
高
は
、
白
産
ヤ
十
五
ダ
ー
ス
 

‘
仕
「
繊
『
プ
筑
豊
繊
維
工
業
株
式
会
社
 

に
偏
＼
瑠
准
 (! 

？」裁秋の交通安全 

大任を果し た戸次君 

t ン
県
民
運
動
始
ま
る
 

筑

豊

繊

維

工

業

 

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
県
下
で
 

が
操
業
開
始
 

町
で
は
新
し
い
財
源
の
確
保
と
町
民
の
 

町
外
流
出
を
防
ぐ
た
め
企
業
誘
致
に
力
を
 

注
い
で
き
ま
し
た
が
、
先
に
誘
 

致
し
ま
し
た
福
豊
プ
ロ
ッ
ク
工
 

業
に
次
ぐ
第
二
号
企
業
誘
致
と
 

し
て
筑
豊
繊
維
工
業
株
式
会
社
 

が
八
月
一
百
か
ら
操
業
を
始
め
 

ま
し
た
。
 

所
在
地
は
炭
鉱
内
に
あ
り
ま
 

し
た
旧
公
民
館
を
改
迫
し
て
操
 

業
し
て
い
ま
す
。
工
場
内
は
最
 

新
式
の
裁
断
機
や
III
シ
ン
な
ど
 

i
更
・
備
整
備
さ
れ
、
従
業
員
は
 

、

 

，

・

 

」
戸
で
開
か
れ
る
堕
ハ
回
全
国
ス
ポ
ー
 

ツ
少
在
夫
会
に
出
席
す
る
た
め
上
京
し
ま
 

一
 

し
た
。
 

同
大
会
は
明
治
百
年
を
記
念
し
て
含
」
I
 

団
活
動
を
さ
ら
に
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
全
 

国
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
千
三
 

百
人
の
男
女
が
集
ま
り
．
福
岡
県
か
ら
は
 

男
子
一
七
人
、
女
壬
ハ
人
が
参
加
し
ま
し
 

た。 赤
池
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結
成
さ
れ
 

P
三
年
。
筑
豊
地
区
で
た
だ
ひ
と
つ
日
本
 

体
育
協
会
に
加
盟
し
た
団
体
と
し
て
「
明
 

る
い
人
つ
く
り
」
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
 

の
協
力
だ
け
で
は
な
く
．
自
己
に
適
し
た
 

ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
選
び
常
時
活
動
を
つ
づ
 

け
て
い
ま
す
。
 

戸
次
君
は
そ
の
リ
ー
 
ー
と
し
て
、
た
 

え
ず
卒
先
し
て
活
動
を
行
な
い
、
団
員
の
 

信
頼
を
一
身
に
集
め
て
い
ま
す
。
 

同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
は
昨
年
に
 

続
い
て
連
続
二
回
目
、
通
算
三
回
目
の
全
 

一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

運
転
車
も
歩
行
者
も
交
通
事
故
を
な
く
 

す
た
め
安
全
運
転
と
安
全
歩
行
に
つ
と
め
 

ま
し
ま
つ
。
 

仕
上
工
場
で
働
く
掃
人
た
ち
 

国
大
会
出
場
で
団
員
た
ち
も
「
ぼ
く
た
ち
 

の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
れ
ば
こ
そ
…
：
・
」
 

と
お
喜
び
、
戸
次
君
は
全
国
の
仲
間
た
ち
 

と
市
町
村
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
の
 

情
報
を
交
換
し
て
八
月
二
日
柾
掌
帰
着
し
 

ま
し
た
n
 

こ
の
大
会
に
必
要
な
経
費
は
、
日
本
体
 

』
」
協
会
と
文
部
省
で
ま
か
な
わ
れ
ま
し
 

た。 

密
造
酒
は
禁
じ
 

ら
れ
て
い
ま
す
 

酒
意
垣
る
た
め
に
は
原
則
と
し
て
製
造
 

免
許
が
必
要
で
す
が
果
実
酒
な
ど
家
で
造
 

っ
て
よ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
は
次
の
十
三
種
の
く
だ
も
の
類
に
 

ア
ル
コ
ー
ル
分
が
二
十
度
以
上
の
酒
（
し
 

ま
つ
ち
？
つ
な
ど
）
と
砂
糖
類
を
ま
ぜ
て
 

つ
く
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

う
め
、
み
か
ん
（
温
州
・
紀
州
・
夏
み
 

か
ん
に
限
り
ま
す
）
す
も
も
、
か
り
ん
、
 

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
こ
、
し
そ
、
く
 

わ
、
ま
た
ま
び
、
と
ち
、
さ
る
、
な
し
、
 

ぐ
み
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
造
っ
た
酒
も
自
家
用
 

と
す
る
場
合
だ
け
が
許
さ
れ
て
お
り
、
他
 

人
に
売
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
．
以
 

上
の
十
三
種
類
以
外
の
、
た
と
え
ば
、
ぶ
 

ど
っ
、
も
も
、
り
ん
こ
な
ど
で
造
る
と
密
 

造
と
し
て
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

と
く
に
今
は
ぶ
ど
う
が
で
ま
わ
っ
て
い
 

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

. 



(4) 'J カ
 

あ
 

報
 

広
 

区
民
総
出
の
賑
や
か
さ
 

二
百
年
も
続
く
願
成
就
 

今
か
ら
二
百
有
余
年
前
、
草
場
一
帯
に
 

牛
馬
審
象
～
大
淳
行
し
て
覧
死
す
る
の
で
人
 

心
悩
大
と
し
て
い
ま
し
た
が
．
こ
れ
は
河
 

童
の
た
た
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
水
 

神
に
病
』
釜
癒
の
祈
願
を
し
て
村
内
が
三
 

軒
に
な
っ
て
も
頼
を
成
就
す
る
と
の
万
年
 

願
を
立
て
た
と
こ
ろ
間
も
な
く
終
憶
し
ま
 

し
た
。
 

そ
れ
か
ら
草
場
寺
ケ
谷
溜
池
横
の
水
神
 

に
毎
年
七
月
末
日
迄
に
祭
典
を
し
て
い
ま
 

し
た
が
、
こ
こ
数
年
若
い
人
が
少
な
く
な
 

っ
た
た
め
、
夏
休
み
に
行
事
を
実
施
し
て
 

い
ま
す
．
 

こ
の
願
成
就
の
日
に
は
若
い
人
た
ち
は
 

郷
里
に
帰
り
祭
典
に
協
力
、
鐘
太
鼓
で
唯
 

し
立
て
な
が
ら
万
在
慮
を
立
て
、
こ
の
あ
 

と
夜
の
催
し
に
う
つ
り
、
婦
人
会
や
、
 

子
ど
も
た
ち
は
自
主
的
に
歌
や
寸
劇
を
被
 

露
、
直
方
市
山
泉
か
ら
踊
り
子
や
、
見
物
 

人
が
押
し
か
け
夜
半
ま
で
区
民
総
出
の
賑
 

や
か
さ
で
し
た
．
 

お
 

・

ー

 

ェ不ー 

一
、
金
壱
封
 
清
水
和
則
殿
 

亡
父
孟
殿
（
伏
原
）
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
川
端
静
枝
殿
 

亡
夫
久
勝
殿
（
下
西
町
）
香
典
返
し
と
 

踊
り
な
が
ら
万
年
願
を
立
て
る
村
人
た
ち
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 

秦
 
春
夫
殿
 

亡
母
セ
ッ
異
市
場
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
吉
封
 

長
谷
川
満
殿
 

亡
母
ア
キ
ノ
殿
（
本
 

町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 

長
谷
川
キ
ミ
子
殿
 

亡
夫
満
生
輿
本
町
〕
 

香
典
返
し
と
し
て
 

' 

一
、
金
壱
封
 
熊
谷
琢
義
殿
 

亡
父
源
治
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
沼
井
栄
ニ
郎
殿
 

亡
母
一
色
イ
み
殿
（
車
道
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
】
昇
《
永
井
 
実
殿
 

亡
父
久
太
郎
殿
（
伏
原
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
定
』
票
夫
殿
 

亡
父
」
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
 

太
田
隆
夫
殿
 

亡
母
コ
ト
殿
（
貴
船
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
」
爵
 
渡
辺
正
敏
殿
 

亡
父
兼
吉
殿
（
松
本
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
畳
到
 
直
江
 
直
殿
 

亡
母
直
江
ム
ラ
殿
（
北
九
州
市
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
】
爵
 
花
田
 
昇
殿
 

亡
父
彦
「
廊
殿
（
車
道
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
大
池
ヤ
チ
ョ
殿
 

亡
夫
清
之
殿
（
九
支
所
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
松
井
浅
市
殿
 

亡
妻
ヒ
サ
子
殿
（
松
本
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
山
未
綱
吉
殿
 

亡
妻
実
殿
（
九
支
所
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
，
金
壱
封
 
日
高
 
進
殿
 

亡
父
雄
蔵
殿
（
市
場
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
他
田
英
彦
殿
 

亡
父
隆
治
殿
（
九
支
所
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
吉
封
 
長
谷
川
継
彦
殿
 

亡
父
母
（
市
場
）
法
要
仏
前
返
し
と
し
 

て
 
そ
れ
ぞ
れ
民
生
事
業
助
成
会
へ
寄
 

附
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
独
交
換
ス
ポ
ー
ッ
研
修
会
に
参
加
 

公
民
館
主
事
 

大

 

谷

 

日
独
交
換
ス
ポ
ー
ツ
小
年
団
指
導
者
研
 

修
会
が
七
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
鹿
 

児
島
県
西
桜
島
村
に
西
独
ユ
ー
ゲ
ン
ト
七
 

人
と
九
州
全
県
か
ら
三
＋
五
人
参
加
し
て
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

研
修
内
容
は
ス
ポ
ー
ッ
劣
牛
団
指
導
者
 

と
し
て
必
須
と
考
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
ー
を
 

選
び
，
各
講
題
に
そ
れ
ぞ
れ
有
数
の
講
師
 

を
招
請
し
、
講
義
を
中
心
に
分
科
会
や
全
 

体
会
議
を
行
套
‘
，
ょ
て
相
互
の
連
携
と
 

情
報
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
．
 

第
一
日
目
は
N
H
K
ラ
ヂ
オ
体
操
で
お
 

な
じ
み
の
紅
林
講
師
の
体
操
の
「
理
念
」
 

に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
体
操
と
は
競
技
 

の
体
操
と
一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
が
（
体
 

操
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
属
す
ス
置
「
体
の
教
 

青
で
あ
る
。
即
ち
、
健
康
を
つ
く
る
体
 

操
。
職
場
の
体
操
は
失
な
わ
れ
て
行
く
健
 

康
を
と
り
も
ど
し
、
維
持
し
て
行
く
こ
と
 

に
あ
る
．
 

ド
イ
ツ
で
は
十
四
才
か
ら
十
八
才
ま
で
 

の
青
少
生
ハ
〇
％
が
ス
ポ
ー
ツ
少
牛
団
に
 

属
し
て
い
る
、
西
独
の
ヌ
ポ
ー
ツ
界
や
、
 

国
民
の
健
康
つ
く
り
は
，
第
二
の
道
を
開
 

き
，
国
の
施
策
の
ー
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
 

る
そ
う
で
す
。
日
本
の
生
産
は
世
界
第
三
 

位
で
大
き
く
飛
躍
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
 

（
生
活
）
は
第
一
干
一
位
、
こ
の
よ
っ
な
 

こ
と
か
ら
低
辺
の
開
発
を
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
ン
」
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
 

体
操
の
実
技
が
毎
朝
打
な
わ
れ
集
団
を
扱
 

う
場
合
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
 

グ
が
徒
手
体
操
と
日
常
活
動
に
移
し
て
役
 

立
つ
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
 

講
義
は
各
日
と
も
に
行
な
わ
れ
講
師
は
 

名
界
の
権
威
に
依
頼
し
、
現
代
社
会
ン
蒔
 

代
の
流
れ
を
広
い
視
界
に
お
さ
え
つ
つ
ス
 

ポ
ー
ツ
少
生
由
の
当
面
の
課
題
《
蒋
来
へ
 

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
の
研
修
会
で
明
ら
か
に
 

す
る
こ
と
で
で
き
ま
し
た
。
 

福
岡
、
大
分
の
体
育
指
導
者
と
 

西
独
ュ
ー
ゲ
ン
ト
の
皆
さ
ん
 

国
を
さ
さ
え
 

る
若
い
力
 

自
衛
官
募
集
中
 

二
等
・
陸
ふ
・
空
士
に
っ
い
て
 

一
、
応
募
資
格
 

、、 

十
八
才
か
ら
二
十
査
才
未
満
の
男
女
 

一
，
初
任
給
（
「
」
ハ
、
〇
（
叉
〕
円
）
 

実
質
給
与
月
額
約
三
二
、
〇
〇
〇
円
 

（
衣
・
食
・
住
・
医
療
費
無
料
支
給
含
 

む〕 
ボ
ー
ナ
ス
は
年
」
面
支
給
 

（
月
額
の
 

四
、
三
ケ
月
包
 

一
、
枯
術
の
取
得
 

月
謝
は
納
め
ず
各
種
技
術
を
修
得
し
四
 

十
一
種
の
国
家
免
許
を
取
得
す
る
機
会
 

が
あ
り
ま
す
。
 

一
、
進
学
の
夢
が
あ
り
ま
す
．
 

夜
間
の
大
学
、
高
校
に
通
学
が
容
易
で
 

す。 
一
、
自
衛
隊
退
職
時
に
は
有
利
な
条
件
で
 

就
職
で
き
ま
す
。
 

規
則
正
し
い
団
体
訓
練
に
よ
っ
て
根
性
 

が
培
わ
れ
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て
産
 

業
界
で
は
有
利
な
条
件
で
受
け
入
れ
て
 

い
ま
す
．
 

一
、
身
分
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
 
国
家
 

公
努
員
の
特
別
職
と
し
て
優
遇
さ
れ
ま
 

す． 
受
け
付
け
 

o
赤
池
町
役
場
総
務
課
で
受
け
受
け
し
ま
 

す
。
募
集
期
間
は
十
一
月
末
ま
で
試
験
 

日
は
十
二
月
上
旬
の
予
定
で
す
。
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